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洪　心怡 79

論文

他者の表象のアンビ
ヴァレンス―映画『ガ
ン・ホー』と『ブラッ
ク・レイン』の日本人
のステレオタイプに見
られるアメリカ個人主
義の不安と両義性―

池田　淑子 95

論文

スペインにおける言語
政策―ガリシア語と自
治州政府の政策に関す
る一考察―

柿原武史 111

論文

日清戦争がロシア世論
に与えた影響―日本に
対する新しいイメージ
の形成―

コヴァルチューク・マ
リーナ

125

14



論文

An Unweeded Garden

That Grows to

Rhyme:The Relationship

between William

Shenstone’s Gardening

and His Poetics

三原　穂 137

論文
ヴィグ共同体の創設者
崇敬

&#23467; 崎　衣澄 151

論文

国家から地域へ ―ドイ
ツ語教育におけるドイ
ツ事情の変容と異文化
理解教育―

中川　亜紀子 165

論文
松坂屋回教圏展覧会の
周辺

重親　知左子 179

論文
日本詩話における陶淵
明論について―虎関師
錬の陶淵明批判―

祁　暁明 193

論文
The Aspern Papers:

Constructing an American

National Identity

齊藤　園子 207

■ Vol. 13

種別 題目 執筆者 頁

論文
日本語とアラビア語の
空間表現について

イハーブ・アハマド・
エベード

5

論文

日本人とインドネシア
人の「断り」行動比較
―談話完成テストにお
ける言語データに関す
る分析より―

藤原　智栄美 21

論文
勝海舟が「海外の一知
己」丁汝昌

福井　智子 35

論文

Publicit&#233;s

fran&#231;aises et

japonaises sur les produits

de beaut&#233;:Analyse

Linguistique du Discours

(ALD)

石丸　久美子 49
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論文

大学生の就職活動と労
働意識の変遷―就職情
報誌の役割の分析を通
して―

松本　かおり 69

論文
インドネシア日系人の
言語選択の実態とその
要因

松尾　慎 83

論文
「理解」のメタファー―
認知胃語学的分析―

鍋島　弘治朗 99

論文

日本から見たドイツの
イスラーム政策―月刊
『回教世界』の分析を中
心として―

重親　知左子 117

論文

日常のポリティクス―
ヤン・シュヴァンクマ
イエル映画のナラティ
ヴ―

佐野　明子 131

論文

中国建国後の農村の人
名の変化と国家政策・
政治運動の背景―山東
省における二つの農村
の調査に基づいて―

王 愛静 145

研究ノート

アカデミックな場にお
けるコミュニケーショ
ン―大学院入学式にお
ける総長式辞の「学び」
の概念―

松本　敬子 161

研究ノート

接触場面における異言
語話者の日本語のナラ
ティブ分析のための一
考察

嶋津　百代 175

■ Vol. 14

種別 題名 執筆者 頁

論文

ベルジシスムに対する
規範主義的眼差しの今
―言語的不安の発露と
しての規範主義―

石部　尚登 5

論文
津田左右吉にみる戦前
と戦後の間―「科学」
をめぐって―

一瀬　陽子 19
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論文
マーケティング理論か
らみる ESP のニーズ分
析

岩井　千春 33

論文
Movement and Deletion

Theory: A Study of

Relative Clauses

北尾　泰幸 47

論文

日清戦争期の日本の新
聞に見る A. マハンの
「シー・パワー」論の展
開

コヴァルチューク・マ
リーナ

73

論文

程度表現における“了”
―“了”のモダリティ
機能とアスペクト機能
との認知的一体性―

劉　綺紋 87

論文
『41 人目』再考―1950

年代ソ連の「新しい映
画」とは何か―

前田　恵 103

論文

幕末期における言説編
制と西洋啓蒙思想の受
容―横井小桶と加藤弘
之を中心に―

納谷　節夫 117

論文
宗教団体法をめぐる回
教公認問題の背景

重親　知左子 131

論文
Reading and Writing in

“The Middle Years” and

“The Death of the Lion”
齊藤　園子 145

論文

オリエンタリズム的歴
史観の中で保護される
「伝統」―アレックス・
カー『犬と鬼』におけ
る日本文化論を中心に
―

須田　風志 157

論文

『和泉式部日記』の作品
構造について―テクス
トの思考要素と発話要
素の分析から―

上田　恭寿 171

研究ノート
『諸厄利亜興学小筌』小
考―「類語大凡」を中
心として―

伊藤　朱 185
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研究ノート

スペイン・ガリシア自
治州の言語政策と若者
の言語意識―ア・コ
ルー二ャ県中等教育機
関における調査中間報
告―

柿原　武史 197

研究ノート

ドイツ語教育における
学習者オートノミーに
関する一考察―高等教
育の理念に則した解釈
を探して―

森　朋子 207

■ Vol. 15

種別 題名 執筆者 頁

論文
ケベックフランス語に
趣わる 2 つの「他者」
との 3 重螺旋的関係

藤田　純子 3

論文 岡千仞の上海体験 福井　智子 17

論文
津田左右吉の日朝文化
交流史論

一瀬　陽子 29

論文
Participle Choice in

Turkish Relative Clauses
北尾　泰幸 43

論文
中国語の“了”と文終
止―認知コミュニケー
ションの観点から―

劉　綺紋 65

論文
中学校英語教科書の言
語地図に見る言語観

仲　潔 79

論文

Kategorisierung und

Assimilation im

Fremdsprachenunterricht:Konversationsanalyse

im Deutschunterricht

中川　亜紀子 93

論文
Nella Larsen’s Passing:

Ambivalence of the

Narrative

小木　麻里子 109

論文

韓国の市場における商
取引談話―値段交渉場
面における売り手と買
い手のストラテジーを
中心に―

呉　恵卿 119
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論文

社会における謝罪行為
に関する日中韓対照研
究―重大事件に関する
新聞記事の分析―

崔　信淑 135

論文
A Syntactic Analysis of

Clefts with Multiple Foci

in English

鈴木　清香 149

論文

B. L. Additional MS

37790 f.l02r ―Julian of

Norwich の Short Text の
五つ目の啓示に関する
解釈をめぐって―

吉川　史子 169

■ Vol. 16

種別 題名 執筆者 頁

論文

フランス語の複合過去
に関する一考察―出来
事の展開における変化
と主観性―

安西　記世子 3

論文 岡千仞と清仏戦争 福井　智子 15

論文
日仏化粧品広告ディス
クールのメカニズムと
特性

石丸　久美子 27

論文
非暴力主義前史―ロン
ドンと南アフリカのマ
ハトマ・ガンディー―

加瀬　佳代子 41

論文

台湾人日本語学習者に
おける日本語の条件文
「ト・バ・タラ・ナラ」
の習得について―後件
制約の使用状況から―

郭　毓芳 53

論文

古典的テクストにみる
戦争と真実―『五月の
セヴァストーボリ』に
ついて―

森光　広治 67

論文

LI Transfer in

Interpretation of the

English Progressive

Marker　by LI Japanese

Speakers of English

大熊　富季子 81

19



論文
『日本詩史』と『詩藪』
との影響関係について

祁　暁明 95

論文
変容する文化的トボ
ス：「湘南」

関ロ　英里 111

論文
地域日本語教育におけ
る二つの視点

新庄　あいみ 127

論文

中国語を母語とする上
級日本語学習者のス
ピーチレベルの選択基
準

上仲　淳 141

論文

社会変動に伴う人名の
変化における地域（都
市／農村）差の一考察
―中国山東省の峰村李
氏と辛町李氏の調査に
基づいて―

王　愛静 155

論文
『大衆医学』から見る現
代中国の医食同源の実
像―食俗諺を中心に―	

張　文碧 169

■ Vol. 17

種別 題名 執筆者 頁

論文

1980 年代の中国におけ
る広告表現と機能―北
京晩報に掲載された三
大件広告を中心に―

相場　美紀子 3

論文
岡千扨 “燕京” への旅
―『燕京日記』を中心
に―

福井　智子 17

論文
日本語の時間表現―根
源領域と目標領域の関
係と不変化原理―

伊藤　創 31

論文

ハリウッドにおける
「芸者映画」と衣装をめ
ぐって―Geisha Girl か
ら Memoirs of a Geisha

への系譜―

JONES Jason　
Christopher

45

論文
若き日のレフ・トルス
トイと日本－一枚の日
本地図について―

森光　広治 59
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論文

語頭わたり音の単語レ
ベルの韻律的特徴―日
本人英語学習者と英語
母語話者の比較―

西山　高子 71

論文
箏曲の音象徴性 ―唱歌
の分析を中心に―

能登　邦之 83

論文

説得場面におけるコ
ミュニケーション・ス
タイルの日韓比較―
セールス談話の分析か
ら―

呉　恵卿 97

論文

L1 Influence in

Interpreting Complement

Tense by L1 Japanese

Learners of English

大熊　富季子 115

論文

Semantic

Compositionality in the

Way-Construction:An

Approach in the

Framework of Generative

Lexicon

境　倫代 133

論文
ウクライナ語 &#171;

ridna mova &#187; が意
味するもの

〆木　裕子 151

論文

An Investigation of

Testing Methodologies of

Second Language　
Perception:Japanese

Listeners’ Perception of

/r/-/l/ Contrast

竹中　芽久美 165

論文
植民地都市の記憶 ―花
蓮築港と楊牧―

上田　哲ニ 183

論文

高齢者のコミュニケー
ションに関する一考察
―日本の高齢女性の会
話データをもとに―

梅本　仁美 197

論文
ドイツにおける
Leitkultur 論争への一考
察

渡邉　紗代 213
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論文

Miracles in The

Autobiographies of

Nineteenth-Century Black

Women Preachers:An

Interdisciplinary

Approach

山下　弥生 227

論文
Qu&#233;b&#233;cois の
文化的アイデンティ
ティーと英語習得

吉田　ひと美 239

研究ノート

PNLP とよばれる音調変
化の実態調査―日本語
話し言葉コーパスを資
料として―

谷ロ　未希 253

■ Vol. 18

種別 題名 執筆者 頁

論文
同人誌『友愛』からみ
る「日本語人」の植民
地教育による影響

陳　麗華 3

論文
『観光紀游』に見る
“病” と “治療”

福井 智子 17

論文

中国語の語気助詞　
“&#21543;”　に関する
一考察―確認要求機能
を中心に―

黄　&#29740;&#23159; 29

論文

音声環境が母音の無声
化の知覚に与える影響
―台湾人日本語学習者
を対象に―

洪　心怡 41

論文

1970 年代イギリスにお
ける「ブラック」と反
人種主義運動―人種関
係協会（the Institute of

Race Relations）の活動
を中心に―

稲垣　健志 55

論文
Onomatopoeic

Neologisms in Japanese

Comics

井上　加寿子 69
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論文

ホール・ランゲージに
おける言語の学習と発
達―個人的な創案と社
会的な協約との均衡化
を中心に―

松本　敬子 87

論文
日英類似音語彙の時間
長

西山　高子 99

論文
スペイン語の不完了過
去進行形と単純形の意
味的相違

岡　あゆみ 113

論文

大阪在住女子高校生の
「対立ごっこ」における
ポライトネス―「遊び」
を伝える文脈化の手が
かりを中心に―

大塚　生子 127

論文

Hybridity as Postcolonial

Iterability:A Comparison

of the Critical Approaches

of Arif Dirlik and Stuart

Hall

杉浦　清文 141

論文

ドイツにおける日本語
学習動機に関する一考
察―3 人の学生を対象
とした episodic

interviewing の事例をも
とに―

田村　知佳 157

論文

中国における上級日本
語学習者のスピーチレ
ベルの使い分け―初対
面会話相手の年齢に応
じて―

田　鴻儒 169

論文

日本語とベトナム語の
自称詞と対称詞に関す
る比較―人称代名詞と
親族名称を中心に―

ヴー・ティ・トゥ・タ
オ

183

論文

社会変動の中での個人
の名づけ実践―中国山
東省李氏宗族の調査に
基づいて―

王　愛静 197

論文
中国語複合動詞「V 出」
の意味構造

王　&#34003; 淳 209
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研究ノート
日本語漢字語彙習得の
考察への一提案―中国
語母語話者を対象に―

郭　毓芳 221

■ Vol. 19

種別 題名 執筆者 頁

論文

メトニミー現象の表れ
としての部分冠詞―Il a

de l’imagination. 「彼
には想像力がある」―

濱上　桂菜 3

論文

韓国語ソウル方言にお
ける初級および上級日
本人学習者による濃音
の発音の特徴―歯茎摩
擦音の場合―

韓　喜善 15

論文

マイノリティ表象の場
としてのコミュニ
ティ・ラジオ―ブ
リュッセルのオランダ
語ラジオ局、FM Brussel

を事例に―

井内　千紗 29

論文

Sui Sin Far の Mrs.

Spring Fragrance and

Other Writings における
「越境」―ヨーロッパと
アジア、アメリカとカ
ナダのボーダーランズ
で―

松本　ユキ 41

論文
Numerals and Quantifiers

in Argumentative Writing
三木　望 53

論文

ディスコースレベルの
ポライトネスからみる
親しい友人同士の会話
―見解の不一致に注目
して―

谷　智子 69

論文
高齢女性の会話に見ら
れる協力的なスタイル

梅本　仁美 83

論文
中国語複合動詞「改 V」
の語彙概念構造

王　&#34003; 淳 97
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論文

逆接表現に関する日中
対照一考察―逆接接続
助詞「ノニ」に相当す
る中国語表現を中心に
―

王　天保 111

論文
「うえ」と「あがる／あ
げる」の意味拡張に見
る空間認知の類似性

嚴　馥 127

■ Vol. 20

種別 題名 執筆者 頁

論文

「エコノミック・アニマ
ル」へと変貌する日本
人へのまなざし―イギ
リス The Times の 1965

年、1975 年、1985 年
「日本特集」経済記事か
ら―

花井　晶子 3

論文

家父長的文化における
中国系アメリカ移民の
表象―映画『夜明けの
スローボート』と
『ウェディング・バン
ケット』をめぐって―

李　明 15

論文

ドイツの移民二世にみ
るアイデンティティの
行方―映画『そして、
私たちは愛に帰る』の
分析を通して―

中川　亜紀子 25

論文

対人コミュニケーショ
ンの現場におけるフッ
ティングの役割につい
ての一考察―背景の異
なる日本語話者二者間
の初対面会話のケー
ス・スタディー―

中原　京子 37

論文
無意味語の再生課題に
おいて観察された言い
誤りについての一考察

能登　邦之 51
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論文

中国系ニューカマー生
徒の日本の学校文化へ
の適応に関する考察―
生徒の能動性と適応促
進要因に着目して―

潘　英峰 63

論文

初対面からの継続的対
面データにみる話題の
デフォルト化―ディス
コースレベルのポライ
トネスの観点から―

谷　智子 75

論文

中国語を母語とする日
本語学習者の「同等」
の相手に対するスピー
チスタイルの選択

田　鴻儒 89

論文

社会人初対面会話にお
ける話題選択に関する
一考察―日台中のデー
タをもとに―

蔡　諒福 103

論文

漢字圏出身者向けの新
たな言語サービスとし
ての「やさしい日本語」
―漢字で表記される語
棄に注目して―

ウー・ワイシェン 117

■ Vol. 21

種別 題名 執筆者 頁

論文

留学生と日本人学生の
関係形成の様相―歓迎
会における自己紹介場
面データをもとに―

今田　恵美 3

論文
安懐南の「身辺小説」
論の形成過程について

伊藤　啓 17

論文

中国進出日系企業にお
ける日本人と中国人同
僚間のビジネス・コ
ミュニケーション―中
国人通訳の果たす「業
務の遂行を促進する」
役割に注目して―

李 娜 29
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論文

日系アメリカ人 4 世の
ライフストーリー―日
本語学習とエスニッ
ク・アイデンティティ
に着目して―

中橋　真穂 43

論文

句末音調とその機能に
関する一考察―『日本
語話し言葉コーパス』
の分析を通して―

田頭（谷ロ）　未希 57

■ Vol. 22

種別 題名 執筆者 頁

論文
宮地嚴夫による平田国
学の改良について

黒田　宗篤 3

論文

職人を題材にした日本
マンガに関する考察―
題材の展開とストー
リーの類型について―

林　蔚榕 15

論文

日本語教室の適応機能
に関する論考―大阪府
の公立中学校の事例を
中心に―

潘　英峰 27

論文
Surging Water-Kennings

and Their Semantic

Extensions in Beowulf

高森　理絵 39

論文

戦後日本の児童文学と
しての Green Mansions

翻訳の研究―香山滋の
『魔女の森』について―

歳岡　冴香 55

論文

The Effects of Two

Different Teaching

Methods on EFL

Intermediate Listeners

上田　眞理砂 69

論文

政治の言語とイン／ポ
ライトネス―国会答弁
におけるフェース・
ワークをてがかりに―

柳田　亮吾 83

研究ノート
朝鮮総督府『朝鮮語辞
典』の書誌学的研究

植田　晃次 95

■ Vol. 23
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種別 題名 執筆者 頁

論文

Across the Borders of

Cultural and National

Identity:Ang Lee’s Lust

Caution

李　明 3

論文

ドイツにおける日本人
交換留学生のネット
ワーク構築に関する考
察―ネットワーク機能
を中心に―

中野　遼子 17

論文

夫婦間会話における自
己フェイス補償ストラ
テジー―（イン）ポラ
イトネスの観点から―

大塚　生子 31

論文
日本における褒
&#22994; の変身譚の受
容と変容について

王　貝 45

論文
断りメールの構成から
見たタイ人日本語学習
者の語用論的能力

ワラシー　クンラン
パー

59

論文

&#38313; 南系台湾人の
使用言語選択における
要因―台北、台中、高
義からみる―

呉　素汝 73

■ Vol. 24

種別 題名 執筆者 頁

論文

観光資源としての関西
歌舞伎―資源論と都市
ツーリズム論の観点か
ら―

以倉　理恵 3

論文

電話会話の終了部に見
られた友人間の談話ア
イデンティティ―謝罪
によって再開された終
了部の事例を中心に―

甲斐　朋子 19

論文

日本語の疑問型上昇調
と強調型上昇調の音声
的特徴について―聴取
実験による検討―

郡　史郎 33

28



論文

『夜窓鬼談』における
「鬼索債譚」の改作と展
開について―「鬼兒」
を中心に―

轟　晶 47

論文

コーパスを用いた接続
助詞「けど」のイント
ネーションに関する分
析―逆接・対比の用法
を例に―

田頭　未希 59

論文

Metaphorical Extension in

Old English Poetic

Works:With Special

Reference to Wylm and

Weallan

�森　理絵 71

論文
中国人日本語学習者の
韻律理解力について

張　若星 87

論文

バイリンガル・バイカ
ルチャルな個人のアイ
デンティティ諸相―日
系カナダ人のケースス
タディーを事例に―

横山　香奈 101

論文

「確信度」からみた中国
語話者を対象とする日
本漢字音教育の課題―2

級新出漢語の読み方に
関する調査結果の分析
―

汪　南雁 115

■ Vol. 25

種別 題名 執筆者 頁

論文
シュレージエンにおけ
るドイツ人少数民族の
現状と展望

阿部　津々子 3

論文

英語理学療法論文にお
ける特徴的 Multi-Word

Expression の研究―
Corpus of Contemporary

American English Full

Text 版を参照コーパス
として―

八野　幸子 17
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論文

日系アメリカ人 4 世の
エスニック・アイデン
ティティ―Ethnic

Identity Questionnaire の
結果を中心に―

中橋　真穂 31

論文

Nominative/Genitive

Conversion:From the

Viewpoint of the

Nagasaki Dialect of

Japanese

猿渡　翌加 45

論文

Syntactic Competence and

Writing

Performance:From

Longitudinal Perspective

蔦田　和美 63

論文

内モンゴル自治区にお
ける日本語専攻学習者
の動機づけに関する考
察―内モンゴル自治区
の A 大学を対象に―

張　立偉 81

研究ノート
中国刊行朝鮮語文法書
書目

植田　晃次 95

■ Vol. 26

種別 題名 執筆者 頁

論文

後部要素が状態や動作
をあらわす四字漢語の
アクセント融合問題－
統語的関係と意味の視
点から－

陳　曦 3

論文

支援職のオリエンタリ
ズム的思考－『発達障
害がある人のナラティ
ヴを聴く』を読む－

林　桂生 17

論文

ミハイル・チェーホフ
が目指した演劇－第二
モスクワ芸術座とダー
ティントン・ホール芸
術センターでの活動の
比較から－

西田  容子 31

30



論文

英語母語話者によるア
メリカ英語とニュー
ジーランド英語の母音
の同定

野澤　健 43

論文

小説から映画へ－『カ
ラー・パープル』のア
ダプテーションにおけ
るジェンダー表象の変
容－

朴　香芸 57

論文

BL CD の遷移とジャン
ルとしての位置－発売
された作品の数と原作
媒体を中心に－

銭　蕾 71

論文

内モンゴル自治区にお
ける日本語専攻学習者
の動機づけに関する調
査－学年による違いを
中心に－

張　立偉 85

バックナンバーの購入について
お問い合わせ : 大阪大学言語文化学会事務局
E-mail: genbunjl_at_lang.osaka-u.ac.jp（_at_ を @ に置き換えてください．）
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